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１ 水道事業概況
敢 令和元年度末の給水件数は３０９，６８９件で，前年度に比べ2，１７４件（0．7１％）増加し

た。また，給水人口は57４，４00人で前年度に比べ1，２00人（0．2１％）減少した。
柑 安全でおいしい水を安定的に供給するため，引き続き給水区域内の水道施設の整
備に努めている。

２ 事業計画

３ 上水道
敢 給水状況 建設（認可）大正４年８月７日 給水開始 大正８年１１月２６日

－４０５－
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水道事業・公共下水道事業等

第１１回水道拡張事業項 目
令和３年度目 標 年 度
鹿児島市の区域給 水 区 域
４０，０４３，５９９千円事 業 費
５８６，２００人給 水 人 口
２２０，８００逢／日一 日 最 大 給 水 量
３７７渥／人・日一人一日最大給水量
３０７，７２０逢／日 （単位：逢／日）

施 設 能 力

平成１７年４月～令和４年３月工 事 期 間

水 源区 分
（甲突川） １０９，１００

表 流 水 （稲荷川） ３９，７００
（万之瀬川） ３０，０００

７７，６６０湧 水
５１，２１０地 下 水

５０伏 流 水
３０７，７２０計

令和元平成３０年度項目

５９３，４７４５９4，943（Ａ）（人）行 政 区 域 内 人 口
５７４，４００５75，600（Ｂ）（人）給 水 人 口

９６．８96．8（Ｂ／Ａ）（％）給 水 普 及 率
６３，９３２，３１４64，506，338（Ｃ）（逢）年 間 給 水 量
５９，５８９，１６３60，173，153（Ｄ）（逢）有 効 水 量

９３．２93．3（Ｄ／Ｃ）（％）有 効 率
５８，９５５，４１１５９，533，620（Ｅ）（逢）年 間 有 収 水 量

９２．２92．3（Ｅ／Ｃ）（％）有 収 率
（７月３１日）１８６，７９４（７月18日）195，339（逢）一 日 最 大 給 水 量
（１月１日）１５８，７４４（９月30日）158，307（逢）一 日 最 小 給 水 量

１７４，６７８176，730（逢）一 日 平 均 給 水 量
３２４338（渥）一人一日最大給水量
３０３306（渥）一人一日平均給水量



柑 用途別有収水量及び給水件数 （令和元年度）

桓 水道料金（給水条例第１６条）
① 水道料金表（令和元．10．１改定：消費税等相当額の改定）

料金は，１か月について下表の基本料金と従量料金の合計額に１００分の１10を乗
じて得た額（１円未満の端数切り捨て）
月の中途において，水道の使用を開始・廃止等したときの基本料金は，日割り

により算定

－４０６－

水
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割 合（％）給水件数（件）割 合（％）有収水量（弱）用 途 別
89．891，６６７，９０５７７．０２45，４０７，９２６一 般 家 庭 用

生
活
用
水

1．0１１８，８１０1．1５６８２，３８７家 事 兼 営 業 用
0．519，３７８0．53３１１，６３６複 合 ビ ル 用
0．01１７１0．１９１１０，８６４公 衆 浴 場 用

91．4２1，6９６，２６４７８．８９46，５１２，８１３小 計
0．6９12，８０８３．２６１，９２２，１５７官公署・学校用都

市
活
動
用
水

1．4９27，５７６1．4８8７３，０５３事 務 所 用
0．295，３５０2．４６1，4５２，１８９病 院 用
5．9110９，７４９１２．７６7，５２０，６９６営 業 用
0．203，６９６1．1５６７４，５０３工 場 用
8．5８１５９，１７９２１．１１12，４４２，５９８小 計

１００．００1，8５５，４４３１００．００５８，９５５，４１１合 計

従 量 料 金基本料金口径別等用
途

種
別 金 額使 用 水 量 等

４５円
１２０円
２１０円
２７５円

１０逢までの分 １逢について
１０逢を超え２０逢までの分 〃
２０逢を超え３０逢までの分 〃
３０逢を超える分 〃

７００円１３㎜

一

般

用

専

用

給

水

装

置

１，２２０円２０㎜

２２０円
２４５円
３００円

５０逢までの分 １逢について
５０逢を超え１００逢までの分 〃
１００逢を超える分 〃

１，６８０円２５㎜
２，５００円３０㎜
４，４６０円４０㎜

３００円１逢について

８，７９０円５０㎜
２０，４６０円７５㎜
３８，９７０円１００㎜
１０２，３７０円１５０㎜以上

７０円１逢について一般用に同じ
浴
場
用

公

衆

４５円
１２０円
２１０円
２７５円

１０逢までの分 １逢について
１０逢を超え２０逢までの分 〃
２０逢を超え３０逢までの分 〃
３０逢を超える分 〃

７００円１世帯に
つ い て

一
般
用

装

置

共
用
給
水

２，２００円使用時間５分までごとに１，５００円１個に
ついて

演
習
用

消

防

消
火
栓

私

設



前表に該当しない料金は，使用水量１逢について４３５円を乗じて算出した額に１００分の
１10を乗じて得た額（１円未満の端数切り捨て）
② 料金の徴収方法

隔月の定例日に水道メーターを検針し，検針の結果得られた使用水量を，その
日の属する月分及びその前月分として料金算定を行い，納入通知書又は口座振替
のいずれかの方法で隔月徴収（口座振替で希望者は毎月徴収）する。

棺 給水負担金（給水条例第２５条）（令和元．10．１改定：消費税等相当額の改定）
徴収対象：① 給水装置の新設又は改造の工事申込者

② 共同住宅における各戸メーターの新設，数若しくは口径の増加又
は撤去の申込者
（注）各戸メーター：各戸検針及び各戸徴収を行うために設置するメ

ーター
負 担 金：次の区分に応じる金額に１００分の１10を乗じて得た額

① 給水装置の新設の場合（②の場合を除く）
メーター口径と給水方式の区分に応じた下表の金額

② 各戸メーターの新設の場合
各戸メーターの数に下表上段の額を乗じた額の合計額
（注）改造等工事の場合は，別に定める方法により算出する。

款 工事負担金（給水条例第２６条）（令和元．10．１改定：消費税等相当額の改定）
① 配水管その他の水道施設（以下「配水管等」という。）の未設置又は配水能力
が限界にある地域において，住宅団地の造成等により新規給水申込みがあった場
合，新たに配水管等の設置を必要とするときは，工事負担金を徴収する。

② 工事負担金の額は，配水管等の設置及び配水能力の増強に要する費用並びにこ
れらに付随する費用の合計額に１００分の１10を乗じて得た額（１円未満の端数切り
捨て）

歓 施設の概要

① 水源地・浄水場 （令和２．３．３１現在）

－４０７－
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業
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等
（
３
上
水
道
）

１５０㎜以上１００㎜７５㎜５０㎜４０㎜３０㎜２５㎜２０㎜１３㎜メーター口径
区分

管理者が
別に定め
る額

７，１００３，６００１，４００７６０３９０２５０１６０７０直結式給水（千円）

１０，６５０５，４００２，１００１，１４０５８５３７５２４０１０５受水槽式給水（千円）

施設能力（逢／日）水 源 種 別名 称所在地区別
１３，０００湧 水七 窪 水 源 地

吉 野
１７，４００湧 水滝 之 神 水 源 地
４，１００湧 水川 上 水 源 地
１，８００湧 水花 棚 水 源 地
２，７００地 下 水花 棚 第 二 水 源 地



－４０８－

水
道
事
業
・
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下
水
道
事
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（
３
上
水
道
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施設能力（逢／日）水 源 種 別名 称所在地区別
１，２００地 下 水明 ケ 窪 第 二 水 源 地

吉 野
７００地 下 水金 水 水 源 地
５００地 下 水下 花 棚 水 源 地
５００地 下 水下 田 第 二 水 源 地

１０９，１００表 流 水河 頭 浄 水 場

中 央

３９，７００表 流 水滝 之 神 浄 水 場
１，９００湧 水仁 王 堂 水 源 地
１，８００湧 水冷 水 水 源 地
１，８００湧 水福 昌 寺 水 源 地

７００湧 水日 当 平 水 源 地
３，５００地 下 水郡 元 水 源 地
２，７００地 下 水新 郡 元 水 源 地
１，９００地 下 水宇 宿 水 源 地
１，６００地 下 水玉 里 水 源 地
１，６００地 下 水脇 田 水 源 地
１，２００地 下 水田 上 水 源 地
３０，０００表 流 水平 川 浄 水 場

谷 山

９，９００湧 水影 原 水 源 地
３，８００湧 水五 ケ 別 府 水 源 地
２，２００湧 水和 田 水 源 地
６，２００湧 水慈 眼 寺 水 源 地
４，５００湧 水谷 合 水 源 地
３，４００湧 水清 泉 寺 水 源 地
３，０００地 下 水影 原 第 二 水 源 地
１，４００地 下 水谷 合 第 二 水 源 地

５００地 下 水本 城 水 源 地
１，０００地 下 水皇 徳 寺 第 一 水 源 地
５００地 下 水皇 徳 寺 第 二 水 源 地

１，０００地 下 水皇 徳 寺 第 三 水 源 地
８００地 下 水皇 徳 寺 第 四 水 源 地
７００地 下 水皇 徳 寺 第 五 水 源 地

１，０００地 下 水皇 徳 寺 第 六 水 源 地
２５０地 下 水錫 山 水 源 地
２１０湧 水古 河 良 水 源 地

東 桜 島
５００湧 水散 花 平 水 源 地
１６０湧 水桜 島 口 水 源 地
２８０湧 水小 浜 水 源 地
６００地 下 水白 浜 水 源 地



－４０９－
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（
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水
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施設能力（逢／日）水 源 種 別名 称所在地区別
４００表 流 水諸 木 水 源 地

吉 田

３０湧 水福 ケ 野 水 源 地
５００地 下 水早 田 尻 水 源 地
６０湧 水神 園 水 源 地
７５０地 下 水牟 礼 岡 第 一 水 源 地
９５０地 下 水牟 礼 岡 第 二 水 源 地

１，１００地 下 水牟 礼 岡 第 三 水 源 地
４２０地 下 水白 坂 下 水 源 地
２１０湧 水山 神 山 水 源 地
３００地 下 水狐 迫 水 源 地
４２０地 下 水倉 谷 水 源 地
６００湧 水芝 原 水 源 地
６５０地 下 水南 ケ 丸 水 源 地
４００地 下 水藤 野 第 一 水 源 地

桜 島

４６０地 下 水藤 野 第 二 水 源 地
４００地 下 水藤 野 第 三 水 源 地
３９０地 下 水武 第 一 水 源 地
３２０地 下 水二 俣 第 一 水 源 地
３２０地 下 水二 俣 第 二 水 源 地
５０伏 流 水渕 田 第 一 水 源 地

喜 入

３０湧 水渕 田 第 二 水 源 地
１００伏 流 水宮 坂 第 二 水 源 地

１，１１０地 下 水宮 坂 第 三 水 源 地
９００地 下 水宮 坂 第 四 水 源 地
１２０地 下 水一 倉 第 二 水 源 地
７５０湧 水生 見 水 源 地

１，１００地 下 水中 名 第 一 水 源 地
１，３００地 下 水中 名 第 二 水 源 地

５２０湧 水前 之 浜 第 一 水 源 地
７００地 下 水前 之 浜 第 二 水 源 地
１０湧 水帖 地 第 一 水 源 地
４０地 下 水帖 地 第 二 水 源 地
５００地 下 水瀬 々 串 第 二 水 源 地
５００地 下 水瀬 々 串 第 四 水 源 地
４４０地 下 水星 和 台 水 源 地
１５０地 下 水小 田 代 第 二 水 源 地
３５０地 下 水松 元 春 山 第 一 水 源 地松 元



－４１０－
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施設能力（逢／日）水 源 種 別名 称所在地区別
４５０地 下 水松 元 春 山 第 三 水 源 地 第 １ 地 下 水

松 元

４２０地 下 水松 元 春 山 第 三 水 源 地 第 ２ 地 下 水
７００地 下 水松 元 春 山 第 四 水 源 地
２００地 下 水折 尾 第 一 水 源 地
２８０地 下 水折 尾 第 二 水 源 地
３８０地 下 水折 尾 第 三 水 源 地 第 １ 地 下 水
３８０地 下 水折 尾 第 三 水 源 地 第 ２ 地 下 水
４７０地 下 水上 谷 口 第 一 水 源 地 第 １ 地 下 水
４５０地 下 水上 谷 口 第 一 水 源 地 第 ２ 地 下 水
３００地 下 水上 谷 口 第 二 水 源 地 第 １ 地 下 水
３００地 下 水上 谷 口 第 二 水 源 地 第 ２ 地 下 水
２００地 下 水石 谷 第 一 水 源 地
２１０地 下 水石 谷 第 二 水 源 地
２００地 下 水石 谷 第 三 水 源 地
２００地 下 水四 元 水 源 地
１８０地 下 水東 昌 第 一 水 源 地
２６０地 下 水東 昌 第 二 水 源 地
２００地 下 水東 昌 第 三 水 源 地
４００地 下 水東 昌 第 四 水 源 地
７５０湧 水油 須 木 水 源 地

郡 山

２４０地 下 水東 俣 第 一 水 源 地
２１０地 下 水東 俣 第 二 水 源 地
４３０湧 水郡 山 第 一 水 源 地
８９０地 下 水郡 山 第 二 水 源 地
４１０湧 水郡 山 第 三 水 源 地
４８０湧 水常 盤 第 一 水 源 地
１２０湧 水常 盤 第 二 水 源 地
３６０地 下 水西 有 里 第 一 水 源 地
１９０地 下 水西 有 里 第 二 水 源 地

３０８，９１０

表流水 ４カ所 １７９，２００ （５８．０％）

合 計
湧 水 ３１カ所 ７８，０５０ （２５．２％）
地下水 ７２カ所 ５１，５１０ （１６．７％）
伏流水 ２カ所 １５０ （０．１％）



② 配水池（令和２．３．31現在） ③ 導・送・配水管（令和２．３．31現在）

汗 建設改良事業の概況（令和元年度）
① 第１１回水道拡張事業 （単位：円）

（ ）は完成予定年月日

－４１１－

水
道
事
業
・
公
共
下
水
道
事
業
等
（
３
上
水
道
）

総 延 長（ｍ）種 別有効貯水量（逢）名 称

76，873

２２２，２５４

3，１２０，７９８

導 水 管

送 水 管

配 水 管

７０，０００
３９，０００
２７，４００
１１，１３０
９，０００
９，０００
６，０００
５，４１０
５，０００
５，０００
４，５７０
４，５００
４，０００
３，９００
３，６００
３，５００
３，４００
３，０００
３，０００
３，０００
３，０００
７０，２５０

石 井 手
河 頭
平 川
鳥 越
滝 之 神
影 原
坂 之 上 第 二
上 之 原
原 良
本 城
桜 ケ 丘
乙 女 塚
五 ケ 別 府
花 野 口
伊 敷
大 明 ケ 丘
大 峯
吉 野
紫 原 第 三
野 頭
西 菖 蒲 谷
そ の 他

３，４１９，９２５計２９６，６６０計

備 考完 成 年 月 日着 工 年 月 日本年度事業費本年度施行内容区 分

令和２．３．2７平成３０．8．1６４６０，３２７，００５機械設備更新，電気計装設備更新
ほか

滝之神浄水場
ほ か２場

令和２．3．２３平成30．１１．１６３３４，３０６，３２７機械設備更新，電気計装設備更新
ほか

新郡元水源地
ほ か ３ 場

令和２．3．２３平成30．７．1７７３，１２１，２５３機械設備更新，電気計装設備更新
ほか

伊敷台ポンプ所
ほ か ３ 場

令和２．３．２３平成30．１１．１６９７，７３２，０９８電気計装設備新設 ほか上谷口第一配水池
ほ か８場

令和元．１０．３０令和元．５．３１３９，１５６，２７２口径：７５mm 延長：７４４ｍ導 水 管

令和２．3．２４平成30．7．1７７１９，７４５，０６８口径：７５mm～５００mm
延長：５，６０８ｍ送 水 管

令和２．３．２４平成30．７．１７１１１，８５３，７５４口径：５０mm～４００mm
延長：５４８ｍ配 水 管

令和２．3．2３令和元．５．２４１３０，２８１，５７６実施設計等調査設計等

令和元．９．３０令和元．７．1７６６，３８５土木積算システム導入業務委託そ の 他

1，９６７，２８９，７３８合 計



② 配水管整備事業 （単位：円）

③ 水道建設改良事業 （単位：円）

④ 営業設備費等 （単位：円）

（単位：円）

－４１２－

水
道
事
業
・
公
共
下
水
道
事
業
等
（
３
上
水
道
）

備 考完成年月日着工年月日本年度事業費本年度施行内容区 分

令和２．3．2４平成30．１１．２９７１２，１５８，５３０口径：５０mm～３００mm
延長：１１，２５２ｍ配 水 管

令和元．９．３０令和元．７．１１，２２６，２１５土木積算システム導入業務委託そ の 他

７１３，３８４，７４５合 計

備 考完成年月日着工年月日本年度事業費本年度施行内容区 分

（取水場含む）令和２．3．1３令和元．１０．１８１７，５７９，５５６計測機器改良 ほか滝之神浄水場
ほ か ２ 場

令和２．3．1３令和２．１．２２１３，７９８，６６３取水ポンプ改良 ほか松元春山第一水源地
ほ か ４ 場

令和２．3．３令和元．１０．４１，７１３，０２８空調設備改良 ほか桜島口ポンプ場

令和２．3．１３令和元．１０．2４５０，７３７，７５４逆洗ポンプ設備改良 ほか上谷口第一配水池
ほ か １２ 場

令和２．3．２７令和元．１２．２７２４，９３８，５６８実施設計調 査 設 計

令和２．１．１４平成３１．３．１４４，０２３，９０６口径：７5mm～2００mm
延長：４９ｍ送 水 管

令和２．3．２５平成３１．３．１１１，３１８，９１７，１５６口径：５０mm～2００mm
延長：２１，４６８ｍ配 水 管

令和２．3．９令和元．５．2４１７，４６４，４１９
水道管路技術研修施設，
土木積算システム導入
業務委託 ほか

そ の 他

1，４４９，１７３，０５０合 計

事業費施行内容区 分

５７，４５５，４３８機械及び装置，車両運搬具，
工具，器具及び備品等営業設備等

４，１８７，３０２，９７１総 合 計 （ ① ＋ ② ＋ ③ ＋ ④ ）



４ 財 務 （水道事業）
敢 予算概要（令和２年度） （単位：千円）

－４１３－

水
道
事
業
・
公
共
下
水
道
事
業
等
（
４
財
務
（
水
道
事
業
））

支 出収 入

予定額款 項 目予定額款 項 目

１０，３６７，６００収 益 的 支 出 計１２，２６４，３６７収 益 的 収 入 計

１０，３６７，６００水 道 事 業 費１１２，２６４，３６７水 道 事 業 収 益１

９，４６１，０４０営 業 費 用１１１，３６５，４７６営 業 収 益１

２，０１１，１３９原 水 及 び 浄 水 費１１１，０１６，３３８給 水 収 益１
９５４，６３９配 水 費２２０４，０６４給 水 負 担 金２
２４２，１２３漏 水 防 止 費３１４５，０７４そ の 他 営 業 収 益３
４３５，１８１給 水 費４８９８，８９１営 業 外 収 益２

５２１，２６８業 務 費５４，９１１受 取 利 息１
７０７，２６３総 係 費６１，７６９補 償 金２

４，４７０，３３４減 価 償 却 費７１５，７５６他 会 計 負 担 金３
１１９，０９３資 産 減 耗 費８１６，６０５他 会 計 補 助 金４
８９１，６３３営 業 外 費 用２８１４，２８８長 期 前 受 金 戻 入５
６２８，０４０支 払 利 息 及 び 手 数 料１４５，５６２雑 収 益６
２６１，５８９消費税及び地方消費税２
２，００４雑 支 出３
２，９２７特 別 損 失３

２，９２７過 年 度 損 益 修 正 損１
１２，０００予 備 費４

１２，０００予 備 費１
１，８９６，７６７収 支 差 引

８，０６９，９００資 本 的 支 出 計２，０２０，９４０資 本 的 収 入 計

８，０６９，９００資 本 的 支 出１２，０２０，９４０資 本 的 収 入１

５，４８４，７９７建 設 改 良 費１２７，１８７国 庫 補 助 金１

２，２９９，０７３第１１回水道拡張事業費１２７，１８７国 庫 補 助 金１
１，０６６，３９９配 水 管 整 備 事 業 費２８７，１５６他 会 計 補 助 金２

２，０７０，１４６水 道 建 設 改 良 事 業 費３８７，１５６一 般 会 計 補 助 金１
４９，１７９営 業 設 備 費４１，４８８，１００企 業 債３

２，５６５，１０２企 業 債 償 還 金２１，４８８，１００建設改良費等の財源に充てるための企業債１
２，５６５，１０２企 業 債 償 還 金１４０，７８１他 会 計 出 資 金４

１そ の 他 資 本 的 支 出３40，７８１一 般 会 計 出 資 金１
１国 庫 補 助 金 返 還 金１２９２，７７１工 事 負 担 金５

２０，０００予 備 費４２９２，７７１工 事 負 担 金１
２０，０００予 備 費１３２，０４９消 火 せ ん 設 置 負 担 金６

３２，０４９消 火 せ ん 設 置 負 担 金１
５２，８９６庁 舎 改 良 負 担 金７

５２，８９６庁 舎 改 良 負 担 金１
６，０４８，９６０○ 損 益 勘 定 留 保 資 金 等

１８，４３７，５００合 計２０，３３４，２６７合 計



柑 各年度損益計算書（税抜） （単位：千円）

－４１４－
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（
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））

令和２
（予定）令和元平成３０年 度

科 目

１０，３３８，３２８１０，４８１，１６３１０，５９５，３６２営 業 収 益１

１０，０１４，８５２１０，１１３，６２６10，236，151給 水 収 益敢

１８５，５１２２４４，３９０262，435給 水 負 担 金柑

１３７，９６４１２３，１４７96，776そ の 他 営 業 収 益桓

９，１７８，３８４９，１８２，０８４９，１６３，６９１営 業 費 用２

１，８７２，８７０１，７８５，４４３1，750，145原 水 及 び 浄 水 費敢

８８６，１５５８２２，８５１810，253配 水 費柑

２２６，８６４２１７，４３０204，888漏 水 防 止 費桓

４２３，４２２３７４，２７９362，647給 水 費棺

４８５，７２０４９０，７２２514，155業 務 費款

６９３，９２６１，０５３，４６０1，038，320総 係 費歓

４，４７０，３３４４，３２９，１２０4，370，974減 価 償 却 費汗

１１９，０９３１０８，７７９１12，309資 産 減 耗 費漢

１，１５９，９４４１，２９９，０７９１，４３１，６７１営 業 利 益

９００，０５２９０１，７１７９０９，２７５営 業 外 収 益３

４，９１１６，４８６5，128受 取 利 息敢

１，７６９２，４６１2，048補 償 金柑

１５，７５６１５，７５２15，134他 会 計 負 担 金桓

１６，６０５１８，９０３21，362他 会 計 補 助 金棺

８１４，２８８８２２，７２７825，017長 期 前 受 金 戻 入款

４６，７２３３５，３８８40，586雑 収 益歓

６３６，０１４６８１，１３６７３９，５２１営 業 外 費 用４

６２８，０４０６７８，４１２735，446支 払 利 息 及 び 手 数 料敢

７，９７４２，７２４4，075雑 支 出柑

１，４２３，９８２１，５１９，６６０１，６０１，４２５経 常 利 益

０９，４７９２，４３０特 別 利 益５

２，６８８７，００７１，４７２特 別 損 失６

１０，９０９００予 備 費７

１，４１０，３８５１，５２２，１３２１，６０２，３８３当 年 度 純 利 益



桓 各年度損益勘定収支概要（税抜） （単位：千円，％）

５ 簡易水道等（令和２．４．１現在）

棺 管 理

簡易水道等は，それぞれ各地域の居住者で組織された組合が管理運営に当たって
いる。また，技術，維持管理等の指導は市で行っている。
なお，専用水道に関する監督権限は，平成３年１０月１日に県から市に移譲された。

６ 工業用水道事業概況
工業用水道事業は，一倉工業団地の開発に伴い，誘致企業への工業用水の供給の

ために旧喜入町によって設置され，平成元年から給水を開始した。
その後，平成１６年１１月１日の１市５町による合併に伴い，鹿児島市の工業用水道

事業となった。
敢 沿革

－４１５－

水
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・
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下
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（
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）

令和元
（決 算）

平成３０
（決 算）

平成２９
（決 算）

平成２８
（決 算）

平成２７
（決 算）

年度
区分

１１，３９２，３５９11，507，067１１，549，836１１，６４７，１１２１１，５９５，８４５総 収 益 �○

９，８７０，２２７9，904，684１0，076，133９，９７９，３１１１０，３４９，９１７総 費 用 �○

１，５２２，１３２1，602，383１，473，703１，６６７，８０１１，２４５，９２８差 引 �○－�○

１１５．４１１6．2１１4．6１１６．７１１２．０収 益 率 �○／�○

０人給水人口０戸給水戸数０施設簡易水道敢

専用水道柑

４，２１５人給水人口１，０９４戸給水戸数４施設上水道を水源とするもの①
３９，１５４人給水人口５，２８４戸給水戸数２9施設その他のもの②
１，８７２人給水人口９１７戸給水戸数１2施設飲料水供給施設等桓

実 施 項 目時 期

工業用水道事業届出書を通商産業大臣に提出昭和６１年１１月

工業用水道事業届出書の許可・工事開始昭和６２年１月

工事完了昭和６３年１２月

給水開始届出書等を通商産業大臣に提出平成元年３月

喜入町工業用水道事業給水条例等を整備・給水開始平成元年４月

鹿児島市工業用水道事業給水条例等を整備平成１６年１１月



柑 施設能力

１，６８０逢／日（水源：地下水）
桓 基本使用水量

５１０逢／日（令和２．４．１現在）
棺 工業用水道の料金（工業用水道事業給水条例第１９条）

（令和元．１０．１改定：消費税等相当額の改定）
料金は，下表に定める基本料金の額及び超過料金の額の合計額に１００分の１１０を乗

じて得た額（１円未満の端数切り捨て）とし，１月ごとに使用者から徴収する。
料金の納付期限は，翌月の末日とする。

款 給水状況

７ 財 務（工業用水道事業）

敢 予算概要（令和２年度） （単位：千円）

－４１６－
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金 額種 別
基本使用水量１逢について ３５円基本料金
超過使用水量１逢について ６７円超過料金

令和元平成３０年 度
項 目

４４給水事業所数（箇所）
４４給 水 件 数 （ 件 ）

１７５，６８０１７５，２００年 間 契 約 水 量 （ 逢 ）
１５５，７０３１３８，９４６年 間 総 給 水 量 （ 逢 ）

４２５３８１一日平均給水量（逢）
１５５，７０３１３８，９４６年間総有収水量（逢）
１７５，６８０１７５，２００年間総基本使用水量（逢）
５，１５０８５８年間総超過使用水量（逢）

支 出収 入
予 定 額款 項 目予 定 額款 項 目

６，６００収 益 的 支 出 計６，９２３収 益 的 収 入 計
６，６００工 業 用 水 道 事 業 費１６，９２３工 業 用 水 道 事 業 収 益１
６，５００営 業 費 用１６，７４６営 業 収 益１
４，６５５原 水 及 び 浄 水 費１６，７４６給 水 収 益１

１２業 務 費２１７７営 業 外 収 益２
１６１総 係 費３５５受 取 利 息１

１，６７２減 価 償 却 費４１２２長 期 前 受 金 戻 入２
１００予 備 費２
１００予 備 費１

３２３収 支 差 引



柑 各年度損益計算書（税込） （単位：千円）

桓 各年度損益勘定収支概要 （単位：千円，％）

２７年度からは免税事業者

８ 公共下水道事業概況
敢 令和元年度末の普及状況は，事業計画区域面積に対し，9４．６％の整備を終えてお

り，行政区域内人口に対する普及率は79．４％となっている。
柑 下水道整備は，終末処理場の整備を進める一方，汚水管の布設を行うとともに，
汚水管布設済区域の排水設備設置（水洗化）を行うものであり，同区域内人口に対
する水洗化率は，９８．3％となっており，今後とも普及率向上のために努力を続ける。

桓 汚水の処理施設は，南部処理場のほか２カ所の処理場を有し，全体処理能力は，
２２１，８００逢／日である。

棺 下水汚泥は，下水汚泥堆肥化場で，堆肥化を行い，普通肥料として緑農地へ利用
されている。

款 下水道施設の適正かつ効率的利用を促進するため，汚水の適正排除及び除害施設
の設置等について監視指導を徹底する。

－４１７－
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業
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７
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水
道
事
業
概
況
）

令和２
（予定）令和元平成３０年 度

科 目
６，７４６７，０６７６，６８５営 業 収 益１

６，７４６７，０６７6，685給 水 収 益敢

６，５００６，０２８6，399営 業 費 用２

４，６５５４，２４３4，459原 水 及 び 浄 水 費敢

１２１１10業 務 費柑

１６１１０２99総 係 費桓

１，６７２１，６７２1，672減 価 償 却 費棺

00159資 産 減 耗 費款

２４６１，０３９２８６営 業 利 益

１７７１９９２１９営 業 外 収 益３

５５７６57受 取 利 息敢

１２２１２3162長 期 前 受 金 戻 入柑

４２３１，２３８５０５経 常 利 益

１００００予 備 費４

３２３１，２３８５０５当 年 度 純 利 益

令和元
（決算）

平成３０
（決算）

平成２９
（決算）

平成２８
（決算）

平成２７
（決算）

年度区分

７，２６６6，9046，898６，９６９７，６６２総 収 益 �○

６，０２８6，3996，073６，３７４７，１７２総 費 用 �○

１，２３８505825５９５４９０差 引 �○－�○

１２０．５107．9113．6１０９．３１０６．８収 益 率 �○／�○



９ 整備計画 （令和２．３．３１現在）

１０ 公共下水道
敢 処理状況

柑 用途別有収水量及び処理件数 （令和元年度）

－４１８－
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事 業 計 画令和元年度末現在単 位区 分

７，４６７
４７２，０００

７，０６１
471，１00

ha
人

排 水 処 理 面 積
排 水 ・ 処 理 区 域 内 人 口

４７２，０００463，０00人処 理 （ 水 洗 化 ） 人 口

４５４
２１４，２００

464
２７１，５４８

渥
逢／日

１ 人 １ 日 最 大 処 理 水 量
１ 日 最 大 処 理 水 量

１７７，４５０
（主要な管渠のみ）2，１７８，０６０ｍ汚 水 管 延 長

創設（認可） 昭和２７．５．７
供 用 開 始 昭和３０．１１．２９

令和元平成３０年 度
項 目

５９３，４７４594，943（人）（Ａ）行 政 区 域 内 人 口

５４，７５８54，758（ha）行 政 区 域 内 面 積

４７１，１００471，800（人）（Ｂ）処 理 区 域 内 人 口

７，０６１7，049（ha）処 理 区 域 内 面 積

７９．４79．3（％）（Ｂ／Ａ）下 水 道 普 及 率

５４，３５８，３７６55，018，761（逢）年 間 有 収 水 量

６０，１２８，３５４６０，２７６，１８０（逢）年 間 処 理 水 量

１６４，２８５１６５，１４０（逢）一 日 平 均 処 理 水 量

３５４356（渥）一 人 一 日 平 均
処 理 水 量

割 合処 理 件 数割 合有 収 水 量用 途 別

％
91．4６

件
1，３９５，６０４

％
６９．２５

逢
37，6４0，５３１一 般 家 庭 用生

活
用
水

1．０８16，４３４1．1０５９９，４８２家 事 兼 営 業 用
0．6１9，３７０0．57３０９，０８６複 合 ビ ル 用
0．0１２１３３．６３１，９７３，３１８公 衆 浴 場 用
93．1６1，4２１，６２１74．５５40，５２２，４１７小 計
0．5５8，４２０３．４２1，８６１，４４２官 公 署 ・ 学 校 用

都
市
活
動
用
水

1．58２４，０７１1．４６７９５，０７７事 務 所 用
0．324，８５０4．1７2，２６７，１７１病 院 用
4．２０６４，０８２１３．６１7，３９５，６４７営 業 用
0．192，８２６２．７９1，５１６，６２２工 場 用
6．８４10４，２４９25．４５１３，８３５，９５９小 計

１００．００１，５２５，８７０１００．００５４，３５８，３７６合 計



桓 下水道使用料（下水道条例第１８条）（令和元．１０．１改定：消費税等相当額の改定）
使用料は，１か月について下表の基本料金と従量料金の合計額に１００分の１１０を乗じ

て得た額（１円未満の端数切り捨て）
月の中途において，公共下水道の使用を開始・廃止等したときの基本料金は，日割

りにより算定

棺 下水道事業受益者負担金

�� 賦 課 対 象 区 域 下水道整備計画区域のうち整備完了区域
�� 賦 課 対 象 者 賦課対象区域内に存する土地の所有者又は権利者
�� 負 担 金 の 額 １㎡当たり １３１円
�� 負担金の納入方法 ５年分割（年４回＝２０回）又は一括納入

款 区域外流入分担金

�� 徴 収 区 域 都市計画事業の認可区域外から公共下水道に汚水を流
入させる区域

�� 徴 収 対 象 者 徴収区域内に存する土地の所有者又は権利者
�� 分 担 金 の 額 １㎡当たり １３１円
�� 分担金の納入方法 一括納入

歓 水洗便所改造資金融資あっ旋制度

① 融資あっ旋対象者

次の資格要件を有し，融資あっ旋依頼により金融機関で審査のうえ決定した者
○改造工事に係る居住の用に供する建物の所有者又は所有者の同意を得た使用者
○市税並びに下水道事業受益者負担金及び水道料金，下水道使用料を滞納してい
ない者

○本市に居住し独立の生計を営む２０歳以上の連帯保証人１人以上がある者
② 融資あっ旋限度額

工事に要した費用の範囲内において，くみ取り便所の便槽１槽又は浄化槽便所
の浄化槽１基で便所１カ所の場合は３０万円以内とし，２カ所以上の便所がある場

－４１９－
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（備考）１ 「第１種」とは，専ら水道の水を使用し，又は水道の水と井戸等水道以外の水を併用して排除するものをいう。
２ 「第２種」とは，専ら井戸等水道以外の水を使用して排除するものをいう。

従 量 料 金基 本 料 金汚 水 種 別用 途 金 額排 除 汚 水 量
４１円１０逢までの分１逢について

３９０円第 １ 種

一 般 用

８７円１０逢を超え ３０逢までの分 〃
１２８円３０逢を超え ５０逢までの分 〃
１３４円５０逢を超え １００逢までの分 〃
１７５円１００逢を超え ２００逢までの分 〃

４９０円第 ２ 種 １９２円２００逢を超え ５００逢までの分 〃
２０４円５００逢を超え １，０００逢までの分 〃
２１５円１，０００逢を超える分 〃

８円１逢について３９０円第 １ 種公 衆
浴 場 用 ４９０円第 ２ 種



合には，便所１カ所増えるごとに１５万円を加算した額以内で，１万円単位とする。
③ 融資あっ旋の条件（令和２年度）
○融資利率（年利）
契 くみ取り便所を処理開始の公示後３年以内に改造する場合 無利子
形 浄化槽便所を処理開始の公示後１年以内に改造する場合 無利子
径 浄化槽便所を処理開始の公示後１年を超え３年以内に改造する場合

１．５０％
恵 処理開始の公示後３年を超えた日以後に改造する場合 １．９５％

○償還回数 １２回，２４回，３６回，４８回，６０回
○償還方法 敢 融資を受けた翌月から元利均等又は元金均等の方法による月賦

償還
柑 償還は預金口座からの引落し

④ 融資取扱金融機関

鹿児島銀行・南日本銀行・鹿児島相互信用金庫・鹿児島信用金庫
鹿児島県信用農業協同組合連合会・鹿児島興業信用組合
鹿児島みらい農業協同組合

汗 水洗便所改造資金助成制度

① 助成金交付対象者

○改造工事に係る居住の用に供する建物の所有者又は所有者の同意を得た使用者
○下水道事業受益者負担金並びに水道料金及び下水道使用料を滞納していない者
○水洗便所改造資金融資あっ旋制度を利用せず改造工事を行う者

② 助成金の額（令和２年４月１日現在）
くみ取り便所の便槽１槽又は浄化槽便所の浄化槽１基につき１７，０００円

③ 助成金の交付条件

下水道整備区域で次の要件に該当するもの
○くみ取り便所を処理開始の公示後３年以内に改造する場合
○浄化槽便所を処理開始の公示後１年以内に改造する場合

漢 施設の概要

① 処理場 （令和２．３．３１現在）
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処 理 開 始
処 理 能 力

処理方法処理施設の名称
現 有（逢／日）事業計画（逢／日）

昭和３０年１１月２９日１９，０００－活 性 汚 泥 法錦 江 処 理 場
昭和５４年７月２日１４９，６００１４９，６００標 準 活 性 汚 泥 法南 部 処 理 場
平成１２年５月１日５３，２００７６，０００標 準 活 性 汚 泥 法谷 山 処 理 場



② ポンプ施設（令和２．３．３１現在）

③ 汚水管 （令和２．３．３１現在）
口 径 ５０㎜～２，４００㎜
延 長 ２，１７８，０６０ｍ

④ 雨水ポンプ施設（令和２．３．３１現在）
⑤ 雨水管きょ（令和２．３．３１現在）

水路数 ５２８水路
延 長 約２６５㎞

雨水ポンプ場は甲突第１のほかに１９ポンプ場

澗 建設改良工事

下水道建設事業 （令和元年度）

下水道改良事業 （令和元年度）

潅 公共下水道事業（雨水） （令和元年度）

令和２年度より地方公営企業法を適用

－４２１－
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揚 水 量
名 称

現有事業計画
５．０逢／分５．０逢／分大明ケ丘中継ポンプ場
１３．０逢／分１３．０逢／分上 町 中 継 ポ ン プ 場

－０．６逢／分野呂迫中継ポンプ場
－０．６逢／分吉 野 中 継 ポ ン プ 場

事業費（千円）施 行 内 容工 事 名

３７５，７０3汚水管路施設 口径１００～４００㎜ 延長＝５，６８１ｍ汚 水 管 路 施 設

1，１８６，５９９南部処理場，谷山処理場処 理 施 設

２８３，１７６実施設計等調 査 設 計 等

２６０土木積算システム導入業務委託そ の 他

事業費（千円）施 行 内 容工 事 名

8３４，１７０汚水管路施設
口径１００～２，４００㎜ 延長＝５，６０２ｍ汚 水 管 路 施 設

５２，８３９南部処理場，谷山処理場処 理 施 設

２９，８４２実施設計等調 査 設 計 等

３３１土木積算システム導入業務委託そ の 他

事業費（千円）施 工 内 容工 事 名

７７５，６０９

雨水管きょ改築
□１，１００×７００～□３，０００×２，４５０
φ１，１００
L＝１，０４９．７m

雨 水 管 き ょ 施 設

揚 水 量
名 称

現有事業計画
１２．０逢／分／台１２．０逢／分／台甲突第１雨水ポンプ場



１１ 財 務（公共下水道事業）

敢 予算概要（令和２年度） （単位：千円）

－４２２－
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支 出収 入
予 定 額款 項 目予 定 額款 項 目
１０，３８９，１３０収 益 的 支 出 計１０，９１３，９３４収 益 的 収 入 計

１０，３８９，１３０下 水 道 事 業 費１１０，９１３，９３４下 水 道 事 業 収 益１

９，３８１，７１５営 業 費 用１７，０４０，５７３営 業 収 益１

３４７，７３１管 き ょ 費１６，３４０，２０１下 水 道 収 益１
２，６７２，３９９処 理 費２６６７，６３１雨 水 処 理 負 担 金２

２５１，３０６業 務 費３３２，７４１そ の 他 営 業 収 益３
１０２，３５２排 水 費４３，８７３，３６１営 業 外 収 益２

５０６，７５２総 係 費５２，２６２受 取 利 息１
２２６，１６７雨 水 費６１，３４１補 償 金２

５，１７８，１６４減 価 償 却 費７６０，２６２国 庫 補 助 金３
９６，８４4資 産 減 耗 費８８，９５２他 会 計 負 担 金４
８８１，１１４営 業 外 費 用２５４４，１４８他 会 計 補 助 金５
７５５，３１６支 払 利 息 及 び 手 数 料１１３，９８１堆 肥 化 製 品 販 売 収 益６
１００，６６９消費税及び地方消費税２３，２４０，１３９長 期 前 受 金 戻 入７
２５，１２９雑 支 出３２，２７６雑 収 益８
１１７，３０１特 別 損 失３

２，１５３過 年 度 損 益 修 正 損１
１１５，１４８そ の 他 特 別 損 失２

９，０００予 備 費４

９，０００予 備 費１
５２４，８０４収 支 差 引

７，１９４，７７０資 本 的 支 出 計４，８９５，３７２資 本 的 収 入 計

７，１９４，７７０資 本 的 支 出１４，８９５，３７２資 本 的 収 入１

４，０７８，６２１建 設 改 良 費１１，１４１，０５０国 庫 補 助 金１

２，１２２，１８３下 水 道 建 設 事 業 費１１，１４１，０５０社会資本整備総合交付金１
１，０３２，５２１下 水 道 改 良 事 業 費２１，４３０，４９１他 会 計 負 担 金２

９０７，９６７雨 水 整 備 事 業 費３１，４３０，４９１一 般 会 計 負 担 金１
１５，９５０営 業 設 備 費４３，０３５他 会 計 補 助 金３

３，０５６，１５２企 業 債 償 還 金２３，０３５一 般 会 計 補 助 金１
３，０５６，１５２企 業 債 償 還 金１２，１７６，２００企 業 債４

５２，８９７庁 舎 改 良 負 担 金３２，１７６，２００建設改良費等の財源に充てるための企業債１
５２，８９７庁 舎 改 良 負 担 金１１２，９０９受 益 者 負 担 金５

１００そ の 他 資 本 的 支 出４１２，９０９受 益 者 負 担 金１
１００返 還 金１１３０，９５０工 事 負 担 金６

７，０００予 備 費５１３０，９５０工 事 負 担 金１
７，０００予 備 費１７３７分 担 金７

７３７区 域 外 流 入 分 担 金１
２，２９９，３９８○ 損 益 勘 定 留 保 資 金 等

１７，５８３，９００合 計１８，１０８，７０４合 計



柑 各年度損益計算書（税抜） （単位：千円）

令和２年度より，公共下水道事業（雨水）に地方公営企業法を適用している。

－４２３－

水
道
事
業
・
公
共
下
水
道
事
業
等
（
１１
財
務
（
公
共
下
水
道
事
業
））

令和２
（予定）令和元平成３０年 度

科 目

６，４６３，９８４５，８５２，０８１５，９２４，９８３営 業 収 益１

５，７６３，８１９５，８２０，６７９５，890，443下 水 道 収 益敢

６６７，６３１－－雨 水 処 理 負 担 金柑

３２，５３４３１，４０234，540そ の 他 営 業 収 益桓

９，０９７，４４２７，１９５，５５３６，９３０，４５５営 業 費 用２

３１３，９５３３５６，８４０289，265管 き ょ 費敢

２，４６６，４８１２，３８９，５３３２，226，899処 理 費柑

２３４，５３２２０９，３０２253，761業 務 費桓

１０１，８８５９５，６１３98，801排 水 費棺

４９６，９３５６８１，６５４551，484総 係 費款

２０８，６４８－－雨 水 費歓

５，１７８，１６４３，３７０，６８３３，326，748減 価 償 却 費汗

９６，８４４９１，９２８183，497資 産 減 耗 費漢

２，６３３，４５８１，３４３，４７２１，００５，４７２営 業 損 失

３，８７２，６７６２，０８０，０６６２，０５６，１５８営 業 外 収 益３

２，２６２３，１９０２，361受 取 利 息敢

１，３４１７３６366補 償 金柑

６０，２６２７４，８１９15，500国 庫 補 助 金桓

８，９５２８，７５６10，656他 会 計 負 担 金棺

５４４，１４８５２７，０４５518，026他 会 計 補 助 金款

１２，７０8１１，７２３11，961堆 肥 化 製 品 販 売 収 益歓

３，２４０，１３９１，４５０，６９７１，487，654長 期 前 受 金 戻 入汗

２，８６４３，１００9，634雑 収 益漢

８０４，４４７４７７，２０５５１２，７６７営 業 外 費 用４

７５５，３１６４６８，１１７504，633支 払 利 息 及 び 手 数 料敢

４９，１３１９，０８８8，134雑 支 出柑

４３４，７７１２５９，３８９５３７，９１９経 常 利 益

０１，７８０７５２特 別 利 益５

１１７，１２１２，６５８７０８特 別 損 失６

８，１８１００予 備 費７

３０９，４６９２５８，５１１５３７，９６３当 年 度 純 利 益



桓 各年度損益勘定収支概要（税抜） （単位：千円，％）

１２ 地域下水道

－４２４－

水
道
事
業
・
公
共
下
水
道
事
業
等
（
１１
財
務
（
公
共
下
水
道
事
業
）・

１１

１２
地
域
下
水
道
）

令和元
（決算）

平成３０
（決算）

平成２９
（決算）

平成２８
（決算）

平成２７
（決算）

年度
区分

７，９３３，９２７7，981，8938，133，046８，３６３，９８７８，６２９，３３４総 収 益 �○

７，６７５，４１６7，443，9307，558，013７，７３７，５５９７，８０３，６８５総 費 用 �○

２５８，５１１537，963575，033６２６，４２８８２５，６４９差 引 �○－�○

１０３．４107．2107．6１０８．１１１０．６収 益 率 �○／�○

松 陽 台 地 域 下 水 道牟 礼 岡 団 地 地 域 下 水 道名 称
松陽台町の全部牟礼岡一～三丁目の全部，宮之浦町の一部処 理 区 域
平成１６年８月昭和５３年５月処 理 開 始
２，４００人（約７００世帯）４，４００人（約１，４００世帯）処 理 対 象 人 口
回分式活性汚泥法公共下水道に接続処 理 方 法
９００逢／日１，４００逢／日処 理 能 力
５５６世帯（令和２．４．１現在）１，１４５世帯（令和２．４．１現在）使 用 世 帯 数


